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論文内容の要旨

本論文は，マトリクス型表示装置のおける信号処理方式に関する研究の成果をまとめたもので， 5 章

から構成されている。

第 1 章序論では，本研究の動機，意義，関連研究との位置付けを明らかにしている。

第 2 章では，マトリクス型表示装置における輝度階調の制御方式として， 2進法重み付けによるフレー

ム内時間幅変調方式を提案している。この方式により，発光時間幅をフレーム周期一杯にわたって制御

して階調数を増やすとともに，輝度を向上させることができることを示している。

第 3 章では，カラー表示装置における 3 原色画素の，視覚の上での混色の過程を実験的に明らかにし，

その結果を利用して，比較的少ない色画素数でよい画質が得られるようにした 3 原色画素の配列方式と，

それに対する信号配分方式を提案し，その有用'性について述べている。

第 4 章では，上記の各研究の成果を適用して開発した大画面のカラー表示装置について述べ，小型で

高輝度の単画素カラー CRTを多数個配列し，屋外でも鮮明なカラー映像を表示できる装置が得られる

ことを明らかにしている。

第 5 章は本研究全体にわたる結論として，各章の結論を要約するとともに，本研究が与えたインパク

ト，および今後の展開の見通しについて述べている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，マトリクス型表示装置における信号処理方式に関する一連の研究をまとめたもので，得

られた主要な成果を要約すると次のとおりである。

(1) マトリクス型表示装置の輝度階調の制御法について考察し， 2 進法的重み付けによるフレーム内時

間幅変調方式を新しく提案し，その有用性を明らかにしている。

(2) マトリクス型表示装置のカラー化に対する 3 原色の色画素の配列について考察を加え，視覚の色に

対する空間周波数特性を実験的に求め，この特性から 4 画素正方格子配列方式が有効な方式であるこ

とを示し，実験によりその効果を明らかにしている。

(3) 発光素子として高輝度の単画素CRTがもっとも適切であることを指摘し輝度制御方式として 2

進法的重み付けによるフレーム内時間幅変調方式を，色画素の配列方式として赤，緑，青，緑の正方

配列を用いた大画面のカラー表示装置を開発しこの表示装置が総合画質および消費電力の点で優れ

ていることを実証している。

以上のように本論文は，マトリクス型表示装置における信号処理方式に関して，多くのすぐれた新知

見を得るとともに，標準的寸法ならびに大画面のカラー映像表示装置を開発して，その有用性を明らか

にしているもので，画像工学，テレビジョン工学の発展に寄与するところが大き l'o よって本論文は，

博士論文として価値あるものと認める。
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